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７　特殊勤務手当
○　概要
(1)　特殊勤務手当とは、著しく危険、不快、不健康又は困難な勤務その他の著しく特殊な勤務で、給与上特別の考慮を必要とするが、その特殊性が多種多様であるため、給料で考慮することが適当でないと認められるものに従事する職員に、その勤務の特殊性に応じて支給される手当である。
(2)　支給額
	区分
	手当の種類
	支給対象者・要件等
	支給額等

	一

般
職
員

一

般
職
員
	水中作業手当
	福島丸に乗り組む職員が行う次の業務
○　潜水作業
○　船舶の推進器に絡んだ漁具の除去作業
	１時間　310円～
       1,500円
１回　 1,500円


	
	有害物等取扱手当
	農業に関する学科を置く高等学校（総合学科を含む。）に勤務する職員が、人体に有害な農薬を大量に散布する作業
	日額    290円

	
	用地交渉等手当

	財務課に勤務する職員が、現地において行う公共事業に必要な土地の取得等に係る交渉又はその損失補填に係る交渉の業務
	日額    650円

	
	教員特殊業務手当
	教育職員（校長、副校長及び教頭を除く。）が、次の業務に従事した場合に、その業務が心身に著しい負担を与えると認める程度に及ぶとき

一　学校管理下において行う次の非常災害時等の緊急業務
○　児童生徒の保護又は緊急防災・復旧業務

○　被害が特に甚大な非常災害時の学校における救援業務

○　児童生徒の救急の業務

○　児童生徒の緊急補導業務

二　修学旅行等の児童生徒引率指導業務で泊を伴うもの

三　対外運動競技等の児童生徒引率指導業務で泊を伴うもの又は週休日等に行うもの

四　学校の管理下で行う部活動の児童生徒指導業務で週休日等に行うもの

○　２時間以上３時間程度未満
○　３時間程度
○　４時間程度（大会等のみ）
※週休日の振替を行った場合は、「週休日等に行うもの」には該当しない。
	日額　 8,000円

日額　16,000円

日額   7,500円

日額   7,500円

日額   5,100円

日額   5,100円

日額   1,800円

日額   2,700円
日額　 3,600円

	
	教育業務連絡指導手当
	県立学校の教諭のうち教務その他の教育に関する業務の
連絡、調整、指導助言に当たる主任等でその職務が困難
であるとされた業務に従事したとき
	日額　　200円

	
	乗船業務手当
	○　福島丸に乗り組んで行う水産実習指導の業務又は航海中における遭難船舶救助の作業
（騒音等による勤務環境劣悪な機関室での作業）
○　福島丸に乗り組んで行う漁労の作業

	日額　　490円
（日額　780円）
配分基礎額の100分の19.8以内で職務に応じて支給

	
	夜間等特殊業務手当
	○　寄宿舎等を有する学校に勤務する教育職員が、正規の勤務時間以外の時間において寄宿舎等に宿泊する児童、生徒の指導監督及び寄宿舎等の管理を行う場合で、勤務１回が５時間以上に及ぶ業務
①　農作物の栽培又は家畜の飼育に関する実習の指導を伴う場合
②　①以外の場合
○　夜間課程を置く高等学校に勤務する職員（定時制通信教育手当の支給を受けない職員に限る。）
	１回   7,400円
１回   6,100円
日額     230円

	
	兼任授業担当手当
	高等学校に勤務する教諭、助教諭、講師又は実習助手が次に掲げる業務に従事したとき
○　昼間課程の勤務を本務とする職員が夜間課程の授業等を行う業務又は夜間課程の授業を本務とする職員が昼間課程の授業等を行う業務
○　通信制課程を置く高等学校の通信制以外の課程又は通信教育の協力校の勤務を本務とする職員が行う通信教育の面接指導の業務
	授業１単位時間
　　　 1,200円
授業１単位時間　
       1,200円

	
	災害応急作業等手当
	（特例）

東日本大震災による東京電力福島第一原子力発電所事故に伴い帰還困難区域等に設定された区域において行う作業
	日額　  660円～

6,600円

	
	感染症防疫等作業手当
	（特例）
○患者等の身体に接触して又はこれらの者に長時間にわたり接触して行う作業
○上記以外の作業
	日額　4,000円
日額　3,000円

	市
町
村
立
学
校
職
員
	多学年学級担当手当
	小・中学校の２以上の学年で編制する学級の担当をする教諭、助教諭又は講師
	３の学年の編制
　　日額　350円
２の学年の編制
　　日額　290円

	
	教員特殊業務手当
教育業務連絡指導手当
災害応急作業等手当
	県立学校職員の例による
	

	技

能

労

務

職

員
	水中作業手当

有害物等取扱手当
乗船業務手当

夜間等特殊業務手当
災害応急作業等手当
感染症防疫等作業手当
	一般職員の例による
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